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図 1‐3 のフォーマット 

図 1‐3 三面等価の原則（ 暦年の日本経済）
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（注）

（出所）内閣府経済社会総合研究所編『国民経済計算年報（ 年度）』．

（内閣府 HP: https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/kakuhou/kakuhou_top.html） 


